
〔経営関係〕

1 .ぶ ど う収権T「業の組人員 と違披車台

組合せについて

数の道正な

1 .肯 景と特徴

な手県におけるぶどう作の伸びは、倍枠の上昇徹向のさ 工えもあって、近年著しいものが

あり、集闘での導入も数多くみら漂る。

しかしなが ら応 々にして先酌でのぶどう栽培壮、成虜に 至 るのに計画より長い年狭を要し

ている命このことはいるいろな婆困があけら線′るのであるが、競的にいえば、芳憐力の面 と

技術画からの管理の不備によるとこを)が大きい。   !

ぷどう飛培において、一連の作業のうえて、 とくに労働を夢 L″、長期間にわたって必"と す

るのが収穫作業であって、総投下労働の 3～ 4書とを占める。

また規模の大きな経営、とくに協業経営などは、組合員以外9雇 特労働を投入して不足を

補っているのが現実である。このように収穫時における労働の投入および有効利用は経営に

大きく影響ヒ機営者iにとって本きを課題となっている。

以上のことにより、ボどう作の収離作業におけるタイムスタデ ィ識駐結夕1か ら収iモ人数 と

運放車台数および園地までの鵬鮮の関係の早見ぱを作成したので指導上の参考とするもので

ある。 (附 図 1)

2 内  容

(1)利 用方法

いま、収懐人数を 5人 、耕転機 トレーラーの積栽箱数を 36れ 、閣地 までの距雛を調0

初、符下 し人在えを1人 仁〕場合に ドレーラーの適正台放lrt「F台かを求める。

(手  貯 )

① 枚 軸の収棲人次 5人 の目もりに垂直な線 to)を ひき、い下 しム、狭 1人 の高濃 との交

点から枚軸に 平行な直活t(う )を ひくc

O{11の 直被 (b)と 稔載続狭 」1品 の由線 との技点か ら棋象とに平行たく百i線 (C)を ひき

距韓 500御 との変点から、さらに解輸に平行な直線 (3)を ひく.

(0ヽ(1)の直言'(b)と 121の蔵紳 (d)と の変点の 日もり (由 正台去k)を よむ。

12)算 式および作図式

一般に適正々ヽ凍によ式ですゎさ許あ
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器
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ただし  Ts il合 分の収桜時打軍   Tl ;運 搬車の往復けキF弔

T2 ;1台 分の禎下し口くすば対  Y;通 正台教

ダイムスタデ ィのャ1米 (附爽 1)か ら(1)式は次のように変えられる
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つまり、通正台数'知|か式を作図すオ1″ばよい。

鮨1鼻 体的作招の方法

t 手 牌 )

O B5版 以上の力限紙を用意し、力眼紙の中心に縦軸、献軸をひき、積軸右にl tr2経理■で収禄人数

を日もる。                 .

0紐 帥下に1台当りの積報箱数をl冊れの単位 (10箱 =10綱 n)でそれをよフ(但しこの日盛りはそ

の締数をある人独て収穫する時間となる)日もり、収控人数との関係曲線をひく。

0 柑 貼左に2,7席鰐高(3御 でもHl)で合枚をめもる。

O 同 様に縦軸上に1.5伊で(又は2仰 )曲1ホで台数をもとめ、(3府目もった目もり岡志を結ぶ。

③ 12の 1台当積栽付i教の収荏時間t統抽下の日もり)と、t3〕の台数との角係で距離の際1供曲線をひ

く。(YF―坦十1-)
〇 (1め収穫人数と14で目もった台数との関係で梅t下し人技の関係由線をひく。(作図完成 )

(41 特  徴

O 従 来、労務担当者のおよその判断で人員の自じ鮭かなされ,ているのでぁるか、この方法によれば、

より合理的″鯉世的な自じ歯が声r能となる.

C)的 単に作図てきるから、それぞれの集件に応じてより道:Eに作りうる。

0 景 生にでも芋」勝が容易である。

3 指 導上の1敢苫点

|]| この水伸力て字はキャンベルプーリーの収性作業についてであって、岸南のMぶ どう生産約合で謂至

し″たt)のていろG

ti こ こで逆嫌車と竹しているのは、一投的に住!用さ湾1ている親転やヤトレーラーのことであって、 トラ

ックの場合は適用さコよいc

i31 収tlま,1と称t,′ているのは、いわ!やる半切描をとしている。

Ⅲ 誠 どi成有tの転ヴ

(1)研 究!辞liど!名  新 ',こ導入地にお仲あぶよう件たち非注材の代生=仕 猪歯らⅢⅢⅢ

12)研 究年次   50年 ～ う]年             ′

131 研究対象)抱域  八 決市無石 明学下仰

ニー19カ ー



く く <<
H   ～ 的 辞

「
＝

祥
撃
Ｏ
Ｗ
将
費
王

＼＼＼
十
＼

、、
＼
へ
　
ｔ

”

ヽ
＼

　
　
　
　

＼ヽ

V

＼
! 、



附表一l

〔タイム、スタディあれ'果 '

番 号 発 墳  日

空1又犠箱の連携t単ム、の伊t“章作弟

避競車の往酪移動

空収ぼ特の湛加年からの路 し作葬

収任祈,への収終作業

収桜終了術の連嫌申合の績試作業

6   1迎締草の夕路移身!

1えた終了箱の避搬申からの眸し作業

運搬草の開内移動

7  6

2 3 0 注造約 bCM

農道約 50M

滋道 を除 く約 30 M
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